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業種別業界景気動向調査結果                
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平成２４年度 第３四半期（平成２４年10月～12月期）調査 

 

   

 1. 調査基準日  平成 24 年 11月 15日  

     

 2. 調 査 対 象       当所管内の中小企業者等 145 社  

     

 3. 回答企業数  145 社（回答率 100.0％）  

     

  製 造 業     26 社 建 設 業     23 社  

 業種別内訳 卸 売 業     13 社 小 売 業     41 社  

  ｻｰﾋﾞｽ業     26 社 そ の 他     16 社  

       

 
規模別内訳 

大 企 業     1 社 中小企業 134 社  

 業界団体 10 団体    
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Ⅰ 概 況（全業種）〈今期（平成２４年１０月～１２月期）の概要〉 

管内中小企業の景気判断 

震災後の落ち込みに次ぐ低水準 

先行きの不安依然強い 

 

２期連続でマイナス幅が拡大。ＤＩは６期ぶりにマイナス 40 台となり、震災後の落ち込

みに次ぐ低水準となった。製造業、小売業を中心に、円高による価格競争、長引く消費の

低迷など厳しい状況が続き、先行きについても、増税による負担増、政局不安などにより、

依然不安感が強く、企業マインドの低下がみられる。 

また、中国・韓国の関係悪化の影響、消費・生産の動向をみる付帯調査において、中国・

韓国の関係悪化に対する影響があると回答したのは約１割のみ。主に、輸出入や観光客の

減少によるマイナスの影響が挙げられた。 

  消費の動向（前期比）は、約８割が落ち込みを感じていたが、生産の動向（前期比）は、

約６割がほぼ同水準と回答し、あまり変化はみられなかった。 

 

当所は、平成 24 年 11 月 15 日を調査基準日として、業種別業界景気動向調

査（平成 24 年 10 月～12 月期）を実施し、その調査結果をまとめた。 

この調査は、短期的な景気動向を把握するため、四半期毎に行っているもの。 

調査対象は、当所管内の中小企業等より 145 社を抽出し、調査を実施。 

145 社から回答を得た。（回答率=100.0％） 

 

この調査結果の中で、 

「今  期」とは、平成 24 年 10月から 12 月まで 

「前年同期」とは、平成 23 年 10月から 12月まで 

「前  期」とは、平成 24 年７月から９月まで 

「来  期」とは、平成 25 年１月から３月まで 

を示す。 

 

＊ ＤＩ値（景気動向指数）について 

ＤＩ値は、売上、採算、業況などの各項目についての判断の状況を表す指数である。 

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを

示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したが

って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の

相対的な広がりを意味する。 

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 
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1. 〈管内景気動向〉景気判断ＤＩ（「上昇した企業割合」－「下降した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種

合計の景気判断ＤＩは、▲４５.５

ポイントで、前回調査（▲３７.１）

より８.４ポイントマイナス幅が

拡大した。 

景気が上昇したと回答した企業

は、２.８％、変わらないと回答し

た企業は４８.９％、下降したと回

答した企業は、４８.３％であった。  

業種別では、前回調査に引き続

き、全業種でマイナス幅が拡大した。 

前期比ベースによる全業種合計の景気判断ＤＩは、▲３１.７ポイント。前回調査（▲

３１.５）より０.２ポイントマイナス幅が拡大した。 

景気が上昇したと回答した企業は４.８％、変わらないと回答した企業は５８.６％、下

降したと回答した企業は３６.６％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、製造業、建設業、サービス業でマイナス幅が拡大したが、

卸売業でプラス値に転じ、他の２業種でマイナス幅が縮小した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の景気判断ＤＩは、▲３５.２ポイント。前回

調査（▲３２.９）より２.３ポイントマイナス幅が拡大した。 

景気が上昇すると回答した企業は４.１％、変わらないと回答した企業は５６.６％、下

降すると回答した企業は３９.３％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、小売業、サービス業でマイナス幅が縮小するものの、他

の４業種でマイナス幅が拡大する見込み。 
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２. 〈企業経営動向〉 

（１）業況判断 業況判断ＤＩ（「好転した企業割合」－「悪化した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業

種合計の業況判断ＤＩは、▲４

１.４ポイント。前回調査（▲３

５.０）より６.４ポイントマイ

ナス幅が拡大した。 

業況が好転したと回答した企

業は３.４％、変わらないと回答

した企業は５１.８％、悪化した

と回答した企業は４４.８％で

あった。 

業種別では、前回調査に比べ、その他の業でプラス値に転じ、製造業でマイナス幅が

縮小したものの、他の４業種でマイナス幅が拡大した。 

前期比ベースによる全業種合計の業況判断ＤＩは、▲３７.２ポイント。前回調査（▲

３０.８）より６.４ポイントマイナス幅が拡大した。 

業況が好転したと回答した企業は３.４％、変わらないと回答した企業は５５.９％、

悪化したと回答した企業は４０.７％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、その他の業でマイナス幅が縮小したものの、他の５業

種でマイナス幅が拡大した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の業況判断ＤＩは、▲３８.６ポイント。前回

調査（▲３２.９）より５.７ポイントマイナス幅が拡大した。 

業況が好転すると回答した企業は２．８％、変わらないと回答した企業は５５．８％、

悪化すると回答した企業は４１．４％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、製造業で横ばい、卸売業、その他の業でマイナス幅が

縮小するが、他の３業種でマイナス幅が拡大する見込み。 
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（２）売上高〔受注額〕 売上高ＤＩ（「増加した企業割合」－「減少した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種

合計の売上高ＤＩは、▲３５.９ポ

イント。前回調査（▲２９.４）よ

り６.５ポイントマイナス幅が拡大

した。 

売上高が増加したと回答した企

業 は１１.０％、変わらないと回

答した企業は４２.１％、減少した

と回答した企業は４６.９％であっ

た。 

業種別では、前回調査に比べ、製造業、その他の業でマイナス幅が縮小したが、建設

業でマイナス値に転じ、他の３業種でマイナス幅が拡大した。 

前期比ベースによる全業種合計の売上高ＤＩは、▲２５.５ポイント。前回調査（▲２

３.８）より１.７ポイントマイナス幅が拡大した。 

売上高が増加したと回答した企業は全業種合計で１１.７％、変わらないと回答した企

業は５１.１％、減少したと回答した企業は３７.２％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、その他の業でプラス値に転じ、製造業、卸売業で横ば
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いとなったが、他の３業種でマイナス幅が拡大した。 

来期(先行き）見通しによる全業種合計の売上ＤＩは、▲３０.３ポイント。前回調査

（▲２８.７）より１.６ポイントマイナス幅が拡大した。 

売上高が増加すると回答した企業は９．７％、変わらないと回答した企業は５０．３％、

減少すると回答した企業は４０.０％であった。 

業種別では、前回調査に比べ、小売業でマイナス幅が縮小するが、卸売業でマイナス値

に転じ、他の４業種でマイナス幅が拡大する見込み。 

 

 

（３）資金繰り 資金繰りＤＩ（「好転した企業割合」－「悪化した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲１９.３ポイント。前回調査（▲

１６.１）より３.２ポイントマイナス幅が拡大した。 

前期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲１３.８ポイント。前回調査（▲１

３.３）より０.５ポイントマイナス幅が拡大した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の今期ＤＩは、▲１１.７ポイント。前回調

査（▲１６.８）より５.１ポイントマイナス幅が縮小する見込み。 
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（４）採算〔経常利益〕 採算ＤＩ（「好転した企業割合」－「悪化した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲３７.２ポイント。前回調査（▲

３０.１）より７.１ポイントマイナス幅が拡大した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の今期ＤＩは、▲２６.９ポイント。前回調査

（▲２９.４）より２.５ポイントマイナス幅が縮小する見込み。 
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（５）仕入単価 仕入単価ＤＩ（「下落した企業割合」－「上昇した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲４.８ポイント。前回調査（▲６.

３）より１.５ポイントマイナス幅が縮小した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の今期ＤＩは、▲１１.０ポイント。前回調査

（▲８.４）より２.６ポイントマイナス幅が拡大する見込み。 
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（６） 設備投資 

今期に設備投資を実施したと回答した企業は、全業種合計で２０.０％で、前回調

査（２０.３％）より、０.３％減少したが、２期連続で２０％以上を維持している。 

来期に設備投資計画があると回答した企業は、全業種合計で２２.８％となり、前

回調査(１７.５％)に比べ、５.３％増加し、過去５年間では最も高い値となった。 

設備投資の主な内容については、全業種で、今期は、車両・運搬具、ＯＡ機器の買い替

え、来期は、生産設備、付帯施設の新設・改修が多くみられた。 

 

（７）雇用 雇用ＤＩ（「不足気味の企業割合」－「過剰気味の企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは２.８ポイントで、前回調査（６.

３）より３.５ポイント悪化した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の今期ＤＩも、前年同期比と同じ２.８ポイ

ントとなり、前回調査（７.７）より４.９ポイント悪化する見込み。 
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（８）事業資金借入難度 

事業資金借入難度ＤＩ（「ゆるやかな企業割合」－「きびしい企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲６.９ポイントで、前回調査（▲

５.６）より１.３ポイントマイナス幅が拡大した。 

前期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲６.２ポイントとなり、前回調査（▲

３.５）より２.７ポイントマイナス幅が拡大した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の今期ＤＩは、▲６.９ポイントで、前回調

査（▲５.６）と比べ、１.３ポイントマイナス幅が拡大する見込み。 
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（９）借入金利 借入金利ＤＩ（「下落した企業割合」－「上昇した企業割合」の指数） 

前年同期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、０.７ポイント。前回調査（２.

８）より、２.１ポイント悪化した。 

前期比ベースによる全業種合計の今期ＤＩは、▲１.４ポイントで、前回調査（２.

１）より３.５ポイント悪化した。 

来期（先行き）見通しによる全業種合計の今期ＤＩは、▲１.４ポイント。前回調査

（１.４）より２.８ポイント悪化する見込み。 
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0.0 6.3 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 

 

３. 〈経営上の問題点〉 

経営上の問題点としては、売上（受注）の不振を挙げる企業が、全業種合計で７５件

（５１.７％）と最も多く、次いで利益の減少が２０件（１３.８％）となっている。 

その他として、需要の停滞、従業員の確保難、製品単価、販売単価の低下などを挙げて

いる。 
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Ⅱ 業種別〈今期（平成 24 年 10 月～12月期）の概要及び来期の見通し〉 

１．製造業 

前期比ベースで、売上高ＤＩは横ばい、資金繰りＤＩはマイナス幅が縮小したが、景

気判断ＤＩ、業況判断ＤＩでマイナス幅が拡大した。 

来期見通しについては、業況判断ＤＩ、資金繰りＤＩは横ばい、景気判断ＤＩ、売上

高ＤＩでマイナス幅が拡大する見込み。 

寄せられた声としては、「海外では、エネルギー、資源関連向けを中心にクレーンの需

要が堅調だが、円高による価格競争力が低下し、売価対応が必要」（クレーン・高所作業

車）、「異常な円高の長期定着により、舶用工業界、造船業界、海運業界ともに体力が低

下し、中国・韓国との差をさらに広げられている」（舶用エンジン）、「交換部品の中国向

けオーダーが減少している」（金属部品）、「人件費以外の経費の増加が悩み」（食品）等。 

 

２．建設業 

前期比ベースで、景気判断ＤＩ、業況判断ＤＩ、売上高ＤＩ、資金繰りＤＩともに、

マイナス値が拡大した。 

来期見通しについては、資金繰りＤＩはマイナス幅が縮小するが、景気判断ＤＩ、業

況判断ＤＩ、売上高ＤＩでマイナス幅が拡大する見込み。 

寄せられた声としては、「仕事量が減少」（電気工事）、「下半期から受注が減少した上、

受注単価の低下が悩み」（板金）、「ＩＨ、エコキュートの売上は依然好調だが、ボイラー、

ガス器具は下降しており、売上は横ばいとなっている」（設備工事）等。 

 

H21/10-12 H22/1-3 4-6 7-9 10-12 H23/1-3 4-6 7-9 10-12 H24/1-3 4-6 7-9 10-12

7.7

3.8

8.0 3.8 7.7 0.0
8.0 0.0

3.8 7.7 3.8 7.7 3.8 0.0
0.0 3.8 3.8 3.8 0.0 7.7 0.0

0.0
0.0

0.0
0.0 3.8 0.0 3.8 3.8 0.0

0.0 0.0 0.0 3.8 3.8
0.0 0.0 0.0 0.0

H21/10-12 H22/1-3 4-6 7-9 10-12 H23/1-3 4-6 7-9 10-12 H24/1-3 4-6 7-9 10-12

0.0
0.0

8.7
8.7

4.3 8.7
0.0 8.7

4.3 4.3 4.3
0.0 4.3

0.0

4.0

0.0 0.0 0.0 13.0 13.0 17.4 8.7 8.7
0.0 8.7 8.7 17.4 8.7 4.3

8.0 0.0 0.0 0.0 4.3 13.0 13.0 0.0
4.0 8.7 0.0 8.7 4.3

0.0 4.3 8.7 0.0
4.3 8.7 0.0 0.0 4.3 4.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 4.3 4.3 4.3 0.0



 １２ 

３．卸売業 

前期比ベースで、業況判断ＤＩはマイナス幅が拡大したが、売上高ＤＩ、資金繰りＤ

Ｉは横ばい、景気判断ＤＩはプラス値に転じた。 

    来期見通しについては、業況判断ＤＩはマイナス幅が縮小するが、景気判断ＤＩはマ

イナス幅が拡大し、売上高ＤＩ、資金繰りＤＩは、マイナス値に転じる見込み。 

寄せられた声としては、「横ばいの状況である」（鉄鋼製品）、（鋲螺・建築金物）、「需

要が停滞している」（事務機械）等。 

 

 

４．小売業 

 前期比ベースで、景気判断ＤＩはマイナス幅が縮小したが、業況判断ＤＩ、売上ＤＩ、

資金繰りＤＩで、マイナス幅が拡大した。 

   来期見通しについては、業況判断ＤＩはマイナス幅が拡大するが、景気判断ＤＩ、売上

高ＤＩ、資金繰りＤＩは、マイナス幅が縮小する見込み。  

寄せられた声としては、「増税を前に、消費マインドの低迷がみられる」（衣料品）、「エ

コカー補助金終了後、売上が減少」(自動車)、「年末商戦も先行きも厳しい状況」（家電）、

「大手チェーン店の進出によるダメージは大きい」（自転車）、「メーカーの圧力による

在庫増の解消が悩み」（化粧品）等。 

 

 

H21/10-12 H22/1-3 4-6 7-9 10-12 H23/1-3 4-6 7-9 10-12 H24/1-3 4-6 7-9 10-12
0.0

8.3 0.0 8.3 0.0 8.3 0.0
0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 8.3 25.0

0.0 9.1 0.0
9.1 0.0 8.3

8.3 16.7 8.3 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0

16.7 18.2 0.0 0.0
8.3 41.7 25.0 8.3 16.7 25.0 0.0 7.7

8.3 0.0
0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0

8.3 25.0 8.3 8.3 25.0 8.3 7.7
0.0 0.0

16.7 33.3 0.0 8.3 33.3 8.3 8.3 7.7
25.0 8.3 16.7 23.1 7.7

0.0 8.3 0.0 7.7
0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 7.7
0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 7.7

0.0 8.3 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 8.3 0.0

8.3 0.0 0.0 0.0 8.3
0.0 0.0 0.0 0.0 7.7
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 9.1 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0

H21/10-12 H22/1-3 4-6 7-9 10-12 H23/1-3 4-6 7-9 10-12 H24/1-3 4-6 7-9 10-12

0.0 7.5 10.0 5.0
7.7 0.0 5.0 2.5

5.1 0.0 0.0 2.5 2.5 7.3 7.5 2.4 0.0 7.5 0.0
5.1 2.4 2.5 5.0 2.5 7.3 7.5 0.0 5.0 2.5 4.9

0.0 0.0 0.0
2.5 0.0 0.0
0.0 2.5 2.5 7.3 0.0 4.9 0.0 5.0

0.0 0.0 0.0 10.0 5.0 2.4 0.0 7.3 2.5 2.5
2.5 7.5 5.0 0.0 2.5 0.0 2.5 2.5



 １３ 

 

５．サービス業 

前期比ベースで、資金繰りＤＩはマイナス幅が縮小したが、景気判断ＤＩ、業況判断Ｄ

Ｉ、売上高ＤＩで、マイナス幅が拡大した。 

来期見通しについては、景気判断ＤＩはマイナス幅が縮小するが、業況判断ＤＩ、売

上高ＤＩ、資金繰りＤＩでマイナス幅が拡大する見込み。 

寄せられた声としては、「中国人観光客の減少が続いている。中国との関係改善を望む」

(旅行業)、「アジア地域からの観光客減少が、宿泊稼働率の低下に繋がっている」（ホテ

ル）、「美容室増加による競争の激化で経営環境が悪化」（美容室）、「技術者の高齢化、ま

た業界内での技術者不足が悩み」（建築設備設計）等。 

 

６．その他の業 

前期比ベースで、売上高ＤＩ、資金繰りＤＩはプラス値に転じ、景気判断ＤＩ、業況

判断ＤＩはマイナス幅が縮小した。 

来期見通しについては、景気判断ＤＩ、売上高ＤＩはマイナス幅が拡大するが、業況判

断ＤＩ、資金繰りＤＩはマイナス幅が縮小する見込み。 

寄せられた声としては、「人員の確保が難しい」（運送業）、「中国人観光客の減少によ

り、リムジンバス、貸切バスなどの利用が減少」（バス）、「個人物件の動きが鈍い」（不

動産）等。 
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Ⅳ 付帯調査 

１．中国・韓国との関係悪化による影響について 

 中国・韓国の関係悪化に対する影響がある

と回答したのは、全体の約１割。 

業種の内訳は、建設業以外の５業種で、卸

売業が 34％、製造業、小売業が 20％ずつ、

サービス、その他は13％ずつとなっている。 

影響の内容については、輸出入によるもの

が最も多く、受注のずれ込みや、通関等に要

する時間等の懸念が挙げられている。 

 また、サービス業、小売業、その他の業か

らは、主に、中国・韓国からの観光客数の減

少による売上の低下が挙げられている。 

 

 

２．消費の動向（前期比）について     ３．生産の動向（前期比）について 

 消費の動向については、全体の約８割が   生産の動向については、全体の約６割が 

「多少落ち込んでいる」、または「落ち込ん 「ほぼ同水準」が回答しており、あまり変化 

でいる」と回答していることから、消費マ  はみられない。 

インドの低下がみられる。 
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   当所管内業種別景況天気図（平成 24 年 10 月～12月） 
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卸売業               
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凡 例 
     

特に好転 好 転 まあまあ 悪 化 特に悪化 

DI 値水準 >= +25.0 +24.9～+10.0 +9.9～-9.9 -10.0～-24.9 <= -25.0 


